
　
５
月
　
日
午
後
２
時
　
分
か
ら
、
水

２９

３０

戸
市
の
フ
ェ
リ
ヴ
ェ
ー
ル
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
定
時
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
防
止
を
図
る
た
め
、
会

員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
少
人
数
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
立
原
会
長
の
挨
拶
（
別

掲
）
の
後
議
事
に
入
り
、
令
和
元
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
の
承
認
、
役

員
改
選
な
ど
３
つ
の
審
議
事
項
と
１
つ

の
報
告
事
項
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結

果
そ
の
全
て
が
可
決
又
は
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
役
員
改
選
に
お
い
て
は
、
理
事
　
名
３５

（
新
任
６
名
）
と
監
事
２
名
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
会
長
、
副
会
長
、
専
務
理
事
に
つ
い

て
は
、
後
日
実
施
し
た
書
面
に
よ
る
理

事
会
に
お
い
て
、
立
原
会
長
を
は
じ
め

副
会
長
、
専
務
理
事
の
全
員
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
役
員
改
選
で
退
任
さ
れ
た
４

名
の
方
々
に
対
し
て
は
、
後
日
、
感
謝

状
と
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
議
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

先
般
お
送
り
し
た
議
案
書
に
て
ご
確
認

下
さ
い
。
審
議
事
項
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
審
議
事
項
】

第
１
号
議
案
　
令
和
元
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
令
和
２
年
度
専
務
理
事

の
報
酬
額
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
役
員
改
選
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

報
告
事
項
１
　
令
和
２
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て

　
な
お
、
協
会
の
定
時
総
会
終
了
後
、

引
き
続
き
茨
城
県
高
圧
ガ
ス
政
治
連
盟

の
令
和
２
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
、

全
議
案
が
可
決
又
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
立
原
会
長
挨
拶
の
要
旨
」

　
本
日
の
定
時
総
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
来
で
あ
れ
ば
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
、

ご
来
賓
の
方
々
な
ど
に
ご
出
席
を
い
た

だ
き
開
催
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

防
止
す
る
た
め
に
、
会
員
の
皆
様
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

こ
の
よ
う
な
少
人
数
で
の
開
催
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
年
度
、
当
協
会
は
一
般
社

団
法
人
と
な
り
ま
し
て
９
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
こ
れ
ま
で
順
調

に
本
会
の
運
営
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

事
業
計
画
に
掲
げ
た
７
つ
の
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
保
安
対
策
等
の
事
業
を
柱

に
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
関
係
、
一
般
高
圧
ガ
ス

関
係
と
も
に
各
種
事
業
を
積
極
的
に
展

開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
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年
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役
員
改
選
を
実
施
～
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会
　
　
長
　
立
原
孝
夫
（
水
戸
支
部
）

副
　会
　長
　
白
川
　
勇
（
鹿
島
支
部
）

　
　
〃
　　
　
小
篠
一
雄
（
結
城
支
部
）

　
　
〃
　　
　
鈴
木
正
人
（
土
浦
支
部
）

　
　
〃
　　
　
相
山
孝
志
（
液
石
製
造
部
会

）

　
　
〃
　　
　
内
野
芳
男
（
オ
ー
ト
ガ
ス
部
会

）

　
　
〃
　　
　
柳
川
隆
則
（
一
般
ガ
ス
部
会

）

　
　
〃
　　
　
坂
下
弘
之
（
自
家
消
費
部
会

）

専
務
理
事
　
郡
司
則
久
（
協
会
本
部
）

理
　
　
事
　
村
田
純
一
（
日
立
支
部
）

　
　
〃
　　
　
増
渕
正
光
（
　　
〃
　
　）

　
　
〃
　　
　
小
柳
祥
浩
（
水
戸
支
部
）

　
　
〃
　　
　
栗
田
洋
一
（
ひ
た
ち
な
か
支
部

）

　
　
〃
　　
　
染
谷
哲
一
（
　
　
〃
　
　
）

　
　
〃
　　
　
高
畑
宗
雄
（
太
田
支
部
）

　
　
〃
　　
　
飯
田
正
博
（
大
宮
大
子
支
部

）

　
　
〃
　　
　
菅
原
一
彦
（
笠
間
支
部
）

　
　
〃
　　
　
田
山
勝
啓
（
鹿
島
支
部
）

　
　
〃
　　
　
内
堀
芳
幸
（
行
方
支
部
）

　
　
〃
　　
　
市
橋
信
之
（
　　
〃
　
　）

　
　
〃
　　
　
會
田
道
夫
（
土
浦
支
部
）

　
　
〃
　　
　
菊
地
　
啓
（
江
戸
崎
支
部
）

　
　
〃
　　
　
根
岸
定
雄
（
　
　
〃
　
　
）

　
　
〃
　　
　
鈴
木
三
明
（
取
手
支
部
）

　
　
〃
　　
　
橋
本
修
男
（
下
館
支
部
）

　
　
〃
　　
　
鈴
木
成
基
（
　　
〃
　
　）

　
　
〃
　　
　
稲
葉
　
博
（
常
総
支
部
）

　
　
〃
　　
　
白
井
　
豊
（
　　
〃
　
　）

　
　
〃
　　
　
風
見
正
一
（
猿
島
支
部
）

　
　
〃
　　
　
舘
野
正
明
（
　　
〃
　
　）

理
　
　
事
　
髙
橋
直
樹
（
青
年
部
）

　
　
〃
　　
　
石
井
大
輔
（
液
石
製
造
部
会

）

　
　
〃
　　
　
当
摩
　
敦
（
　
　
〃
　
　
）

　
　
〃
　　
　
野
村
啓
二
（
一
般
ガ
ス
部
会

）

　
　
〃
　　
　
土
山
大
輔
（
自
家
消
費
部
会

）

監
　
　
事
　
大
川
光
夫
（
　
　
〃
　
　
）

　
　
〃
　　
　
鈴
木
　
努
（
液
石
製
造
部
会

）

政
連
監
事
　
加
藤
　
晃
（
日
立
支
部
）

　
　
〃
　　
　
鈴
木
邦
彦
（
土
浦
支
部
）

　
し
か
し
、
２
月
の
後
半
か
ら
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
各
部
会
の
役
員
会
や
講
習
会
な
ど

を
中
止
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
と
な
り
、

皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、
書
面
で
の
会
議
を
行
う
な
ど
感
染

防
止
の
対
応
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
の
事
業
計
画
に

つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
昨
年
度
事
業

を
踏
襲
し
、
引
き
続
き
７
つ
の
基
本
方

針
を
掲
げ
、
更
に
充
実
を
図
る
内
容
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
関
係
、
一
般
ガ
ス
関
係
と

も
に
、
協
会
で
取
り
組
む
各
種
の
事
業

は
、
我
々
高
圧
ガ
ス
を
取
り
扱
う
事
業

者
に
と
り
ま
し
て
、
非
常
に
重
要
な
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
、
役
員
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
は
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
の
で
、
本
日
の
総
会
は
で
き
る

だ
け
短
時
間
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
引
き
続
き
十
分

に
ご
注
意
い
た
だ
き
、
感
染
防
止
を
図

ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
な
お

一
層
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

新
　役
　員
　名
　簿

退
任
さ
れ
た
役
員

理
　
　
事
　
小
島
　
守
（
下
館
支
部
）

　
　
〃
　　
　
飛
塚
貴
文
（
液
石
製
造
部
会

）

　
　
〃
　　
　
片
山
　
明
（
　
　
〃
　
　
）

　
　
〃
　　
　
松
本
　
隆
（
自
家
消
費
部
会

）

令
和
元
年
度
の

主
な
事
業
報
告

　
令
和
元
年
度
は
、
事
業
計
画
に
掲
げ

た
７
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
全
会

員
が
一
致
結
束
し
て
各
種
事
業
を
積
極

的
に
推
進
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
我
々
の
最
大
の
使
命
で
あ
る

高
圧
ガ
ス
の
保
安
対
策
に
つ
い
て
は
、

各
部
会
に
お
い
て
保
安
講
習
会
を
開
催

し
た
ほ
か
、
全
国
的
な
保
安
運
動
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
一
般

高
圧
ガ
ス
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
と
も
に
、
容
器

の
盗
難
を
除
く
事
故
件
数
は
前
年
よ
り

減
少
し
ま
し
た
。

　
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
防
災
業
務

計
画
に
基
づ
く
各
種
対
策
を
推
進
し
、

引
き
続
き
市
町
村
に
対
し
て
災
害
対
策

用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
・
機
器
等
の
導
入
を

要
望
す
る
と
と
も
に
、
防
災
協
定
の
締

結
を
働
き
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
中
核
充
填
所
委
員

会
に
お
い
て
は
、
稼
働
訓
練
や
情
報
伝

達
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
大
規

模
災
害
時
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
安
定
供
給
す

る
た
め
の
体
制
整
備
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
た
ほ
か
、
充
填
所
等
に
お
い
て
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
容
器
流

出
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
部
門
に
お
い
て

は
、
取
引
適
正
化
・
料
金
透
明
化
、
需

要
開
発
推
進
運
動
、
顧
客
訪
問
活
動
、

親
子
ふ
れ
あ
い
料
理
教
室
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
お
客
さ
ま
と
の
信

頼
関
係
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
次

代
を
担
う
青
年
部
活
動
を
支
援
し
ま
し

た
。
　
一
般
ガ
ス
部
門
に
お
い
て
は
、
長
期

停
滞
容
器
や
所
有
者
不
明
容
器
の
回
収

に
努
め
た
ほ
か
、
優
良
保
安
係
員
等
を

表
彰
す
る
な
ど
保
安
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
平

成
　
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
安
全
・

２３
安
心
届
け
隊
活
動
」
を
引
き
続
き
推
進

し
、
高
圧
ガ
ス
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
に
ガ
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合
　
　
　
計

その他
ヒューマン
ファクター

組織体制の
不良

設備の維持管理の不良
設備の設計、
製作の不良 区分

年

計

盗

難

そ

の

他

交

通

事

故

自

然

災

害

計

不

良

行

為

誤
操
作
・
誤
判
断

計

情
報
伝
達
の
不
備

操
作
基
準
等
の
不
備

組
織
運
営
不
良

計

容
器
管
理
不
良

シ
ー
ル
管
理
不
良

締
結
管
理
不
良

点

検

不

良

検
査
管
理
不
良

腐
食
管
理
不
良

計

施
工
管
理
不
良

製

作

不

良

設

備

不

良

649259182181310597521025325010354028912871292319令和元年

8783526417920897415591401042891352473518124149456836平成30年

8334092051621923413381138027784156302911395432329平成29年

961524266152228452943151131290104960422010980341531平成28年

76739627596178486421016322421313117319389241055平成27年

7984713448716243963321615018016272911197887201453平成26年

＊速報値のため変更等があり得ます。
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ス
の
安
全
を
届
け
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
毎
年
会
員
が
減
少
し
て
お
り
、

こ
れ
に
伴
う
会
費
収
入
の
減
に
よ
り
協

会
本
部
の
財
務
状
況
が
厳
し
い
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
徹
底
し
た
経
費
削
減
に

努
め
る
と
と
も
に
、
各
種
補
助
金
の
獲

得
に
も
可
能
な
限
り
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
、
２
月
後
半
以
降
に
予

定
し
て
い
た
役
員
会
や
講
習
会
等
は
中

止
し
、
同
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
す
る
各
種

情
報
の
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
事
業
報
告
の
詳
細
は
、

本
年
度
の
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
は
、
令
和
元
年

に
お
け
る
全
国
の
高
圧
ガ
ス
事
故
発

生
状
況
（
速
報
値
）
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
に
お
け
る
高
圧
ガ
ス
保

安
法
関
係
の
事
故
は
６
４
９
件
で
、
前

年
の
８
７
８
件
に
比
べ
２
２
９
件
減

少
し
ま
し
た
。
死
者
は
前
年
の
０
人

か
ら
２
人
へ
と
増
加
し
、
負
傷
者
は
前

年
の
　
人
か
ら
　
人
へ
と
減
少
し
ま

６６

５４

し
た
。

　
６
４
９
件
の
事
故
の
内
訳
は
、
冷
凍

が
２
６
８
件
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
　
件
、

７４

Ｌ
Ｐ
製
造
が
　
件
、
一
般
製
造
が
１
５

３６

１
件
、
移
動
が
　
件
、
消
費
が
　
件
、

２７

６６

そ
の
他
が
　
件
で
し
た
。

２７

　
ま
た
、
原
因
別
の
事
故
件
数
は
、
設

備
の
設
計
・
製
作
の
不
良
が
　
件
、
設

７１

備
の
維
持
管
理
の
不
良
が
２
５
０
件
、

組
織
体
制
の
不
良
が
　
件
、
ヒ
ュ
ー
マ

１０

ン
フ
ァ
ク
タ
ー
が
　
件
、
そ
の
他
が
２

５９

５
９
件
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　
当
協
会
で
は
、
各
部
会
に
お
い
て
各

種
保
安
講
習
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
放

置
容
器
の
回
収
運
動
を
推
進
す
る
な

ど
積
極
的
に
保
安
対
策
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
事
故
の
未
然
防
止
に
努

め
て
い
ま
す
。
各
会
員
事
業
所
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
事
故
の
未
然
防
止
に

向
け
保
安
確
保
の
徹
底
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
が
公
表

し
て
い
る
資
料
に
は
、
製
造
事
業
所
の

業
種
別
事
故
、
移
動
中
の
事
故
、
消
費

先
の
事
故
な
ど
の
分
析
デ
ー
タ
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

［
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
先
］

h
ttp
s:/
/
w
w
w
.k
h
k
.or.jp

/
p
u
b
lic_in

fo

rm
ation

/
in
cid
en
t_in
vestig

ation
/
h
p

g
_in
cid
en
t/statistics_m

aterial.h
tm
l

高
圧
ガ
ス
事
故
発
生
状
況

～
 全
国
で
６
４
９
件
 ～

令
　和
　元
　年

１．高圧ガス保安法関係事故件数の推移（最近６年間）　　　　　（令和元年12月末現在）

令和元年平成30年平成29年平成28年平成27年平成26年　　　　　　　　　　 年 区分

268328271272193140冷　 凍製
造
事
業
所

748644454548コ ン ビ ナ ー ト
363312221718Ｌ　 Ｐ
1511671451388474一　 般
529614472477339280計
272219232431移　 動
66191321445380480消　 費
27512116247そ の 他
649878833961767798合　 計

＊速報値のため変更等があり得ます。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
伴
い
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
な

ど
に
基
づ
く
義
務
的
措
置
に
つ
い
て

は
、
経
済
産
業
省
か
ら
緩
和
に
係
る

通
知
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
支
部
な
ど

を
通
じ
て
会
員
の
皆
様
へ
周
知
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
そ

の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
高
圧
ガ
ス
保
安
法
】

 高
圧
ガ
ス
製
造
施
設
の
保
安
検
査
 

　
検
査
を
受
け
又
は
自
ら
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
期
間
が
令
和
２
年
４

月
　
日
～
９
月
　
日
の
間
に
終
了
す

１０

３０

る
場
合
は
、
検
査
期
間
を
４
ヶ
月
延

長
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

 高
圧
ガ
ス
製
造
施
設
等
の
定
期
自
主
 

 検
査
 

　
自
主
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
期
間
が
令
和
２
年
４
月
　
日
～

１０

９
月
　
日
の
期
間
に
終
了
す
る
場
合

３０

は
、
検
査
期
間
を
４
ヶ
月
延
長
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

【
液
化
石
油
ガ
ス
法
】

 Ｌ
Ｐ
ガ
ス
充
て
ん
設
備
の
保
安
検
査
 

　
保
安
検
査
期
間
が
令
和
２
年
４
月

　
日
～
９
月
　
日
の
間
に
終
了
す
る

１０

３０

場
合
は
、
検
査
期
間
を
４
ヶ
月
延
長

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

 Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
設
備
点
検
・
消
費
設
 

 備
調
査
・
周
知
 

　
点
検
・
調
査
・
周
知
期
間
が
令
和

２
年
４
月
　
日
～
９
月
　
日
の
間
に

１０

３０

終
了
す
る
場
合
は
、
点
検
・
調
査
・

周
知
期
間
を
４
ヶ
月
延
長
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
同
期
間
が
令
和
２
年
　
月
１０

１
日
～
　
月
　
日
の
間
に
終
了
す
る

１１

３０

場
合
も
、
点
検
・
調
査
・
周
知
期
間

を
４
ヶ
月
延
長
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

 Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
の
事
業
年
度
 

 報
告
 

　
報
告
期
間
が
令
和
２
年
４
月
　
日
１０

～
９
月
　
日
の
間
に
終
了
す
る
場
合

３０

は
、
報
告
期
間
を
４
ヶ
月
延
長
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

 業
務
主
任
者
・
充
て
ん
作
業
者
・
液
 

 化
石
油
ガ
ス
設
備
士
の
義
務
講
習
 

　
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

期
間
が
令
和
２
年
３
月
　
日
に
終
了

３１

す
る
場
合
は
、
期
間
が
１
年
間
延
長

保
安
法
な
ど
の
義
務
的
措
置
の
延
長
に
つ
い
て

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型
ココココココココココココココココココココココココ
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ
ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
スススススススススススススススススススススススス
感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感
染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染染
症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応応

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
業
務
主
任
者
に
お
い
て
は
、

選
任
の
日
か
ら
６
月
以
内
に
講
習
を

受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
の
う

ち
、
令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
令
和

３
年
３
月
　
日
ま
で
に
当
該
講
習
受

３１

講
期
間
が
終
了
す
る
者
は
、
令
和
３

年
３
月
　
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

３１

【
計
量
法
】

　
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
を
含
む
特
定
計
量

器
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
検
定
証
印
記

載
の
有
効
期
間
が
令
和
２
年
４
月
～

７
月
ま
で
の
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

当
該
年
月
か
ら
更
に
６
ヶ
月
間
有
効

と
な
り
ま
す
。
認
定
販
売
事
業
者
に

は
別
途
通
知
が
出
て
い
ま
す
の
で
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
有
効
期
間
満
了
後
に
一
定

期
間
（
概
ね
半
年
程
度
）
経
過
す
る

と
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
が
遮
断
す
る
「
検
満

警
告
・
遮
断
機
能
」
及
び
「
電
池
電
圧

低
下
遮
断
機
能
」
が
働
く
可
能
性
が
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

伴
う
経
済
産
業
省
か
ら
示
さ
れ
た
緩

和
措
置
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

各
事
業
所
に
お
い
て
は
計
画
的
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
質
問
な

ど
確
認
し
た
い
事
項
に
つ
き
ま
し
て

は
、
当
協
会
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
経
済
産
業
省
は
、
２
０
１
９
年
の
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
事
故
発
生
状
況
（
速
報
値
）
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

事
故
発
生
件
数
は
１
９
８
件
で
、
前
年

の
２
１
１
件
に
比
べ
　
件
減
少
し
ま

１３

し
た
。
死
者
は
０
人
、
負
傷
者
は
液
石

法
が
公
布
さ
れ
た
１
９
６
７
年
以
降

で
は
最
小
の
　
人
で
し
た
。
Ｃ
Ｏ
中

３１

毒
事
故
も
同
法
公
布
後
初
の
０
件
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
重
要
な
事
故

（
Ｂ
級
以
上
の
事
故
）
は
前
年
と
同
じ

で
１
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
原
因
者
別
の
事
故
件
数
で
は
、

他
工
事
業
者
に
よ
る
も
の
が
　

件
５８

（
　
・
3
%
）
で
一
番
多
く
、
一
般
消

29

全
国
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
故
発
生
状
況

～
 前
年
比
　
件
減
少
 ～

１３

２
０
１
９
年



費
者
等
起
因
の
事
故
　
件
（
　
・
8

５７

28

%
）」
を
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
当
協
会
で
は
、
全
国
的
な
取
り
組
み

で
あ
る
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
快
適
生
活
向
上
運

動
偐
も
っ
と
安
全
さ
ら
に
安
心
做」
に

お
い
て
、
本
年
度
も
本
県
独
自
の
重
点

項
目
と
し
て
、
消
費
者
へ
の
保
安
啓
発
、

機
器
の
期
限
管
理
、
ガ
ス
漏
れ
警
報
器

や
ガ
ス
栓
カ
バ
ー
等
の
設
置
促
進
、
他

工
事
に
よ
る
事
故
防
止
に
向
け
た
消

費
者
へ
の
周
知
徹
底
な
ど
を
掲
げ
、
各

種
保
安
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
各
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
更

な
る
保
安
高
度
化
に
取
り
組
み
、
事
故

の
未
然
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

［
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
先
］
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一般社団法人茨城県高圧ガス保安協会会報（５）　第184号

１．年別事故件数及び死傷者数　　　　　　　　　　　　　　（2019年12月末現在）

2019年2018年2017年2016年2015年2014年2013年2012年2011年2010年
年

項目

198211195140182187210260227204件数

1101423336うちB級
以上事故

0100213115死者（人）

31465052607652858883傷者（人）

800152131261610うちB級
以上事故

［注］2019年は2019年12月末までの累計。速報値のため、変更等があり得ます。

２．ＣＯ中毒事故年別事故件数及び死症者数

2019年2018年2017年2016年2015年2014年2013年2012年2011年2010年
年

項目

06394348108件数

0101112233うちB級
以上事故

0100012113死者（人）

0145291244373216症者（人）

0001570123167うちB級
以上事故

［注］2019年は2019年12月末までの累計。速報値のため、変更等があり得ます。
　　※酸欠事故は含みません。

３．原因者等別事故件数

2019年2018年2017年2016年2015年2014年2013年2012年2011年2010年
年

項目

57675445605977786683一般消費者等起因

（15）（18）（19）（16）（21）（32）（33）（20）（19）（33）うち　点火ミス、
立ち消え

（3）（12）（14）（20）（14）（3）（10）（15）（12）（23）うち　不適切な
使用

（16）（10）（7）（3）（8）（5）（12）（12）（20）（11）うち　誤開放

223046311107一般消費者等及びLP
ガス販売事業者等起因

42314330322329384233LPガス販売事
業 者 等 起 因

（18）（18）（14）（14）（14）（13）（16）（14）（20）（13）うち　腐食等劣
化

（13）（7）（17）（7）（10）（3）（9）（9）（10）（9）うち　工事ミス、
作業ミス

（2）（3）（6）（8）（2）（3）（3）（7）（12）（6）うち　容器交換
時の接続ミス等

66546141222427351731その他の事業者
起 因

（1）（3）（11）（2）（2）（3）（5）（3）（2）（5）うち　設備工事
業者

（0）（0）（1）（2）（0）（1）（1）（3）（0）（2）うち　充てん事
業者

（58）（48）（49）（34）（16）（19）（18）（23）（13）（17）うち　他工事業
者

（5）（3）（0）（3）（4）（1）（3）（6）（2）（7）うち　器具メー
カー

9
（6）

34
（29）

12
（9）

8
（6）

34
（32）

40
（39）

40
（39）

64
（64）

53
（50）

7雪害等の
自然災害

011531618168138 その他※

22121713141718262635不　明

198211195140182187210260227204合　計

［注］2019年は2019年12月末までの累計。速報値のため、変更等があり得ます。
　　※「その他」に分類されているものは、原因者等が複合する場合、上記に分類されてい
　　　ない事業者の場合です。
　　　なお、「雪害等の自然災害」の（　）は、雪害に起因する事故の件数です。
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Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
統
括
部
会
で

は
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
に
基
づ
い

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
提
案
補
助
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
【
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
】
及
び
【
支
部

活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
】
を
目
的

と
し
て
、
支
部
が
支
部
会
員
向
け
に
独

自
に
企
画
・
立
案
し
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
保

安
の
高
度
化
や
利
用
の
拡
大
な
ど
に
資

安
全
・
安
心
届
け
隊
事
業

～
今
年
で
　
年
目
～

１０

す
る
講
習
会
の
開
催
、
産
業
祭
へ
の
出

展
に
よ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
自

主
防
災
訓
練
の
実
施
や
市
町
村
主
催
の

防
災
訓
練
へ
の
参
加
な
ど
に
補
助
す
る

も
の
で
す
。

　
補
助
額
は
、
１
事
業
あ
た
り
原
則
　１０

万
円
を
上
限
（
複
数
事
業
可
）
と
し
、

特
定
の
支
部
に
偏
ら
な
い
よ
う
バ
ラ
ン

ス
を
見
な
が
ら
予
算
の
範
囲
内
で
決
定

し
て
い
ま
す
。
実
施
期
間
は
、
４
月
１

日
か
ら
翌
年
２
月
末
日
ま
で
と
し
、
事

業
完
了
後
に
提
出
さ
れ
る
実
績
報
告
書

を
精
査
し
た
上
で
交
付
額
を
決
定
し
て

い
ま
す
。

　
既
に
、
水
戸
支
部
か
ら
は
今
後
実
施

予
定
で
あ
る
産
業
祭
で
の
最
新
Ｌ
Ｐ
ガ

～
 Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
Ｐ
Ｒ
と

支
部
活
動
の
活
性
化
 ～

チ
ャ
レ
ン
ジ
提
案
補
助
事
業

ス
機
器
の
展
示
等
に
よ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業

界
の
Ｐ
Ｒ
、
支
部
主
催
の
防
災
訓
練
な

ど
に
つ
い
て
申
請
書
が
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
各
支
部
に
お
け

る
事
業
計
画
の
作
成
が
困
難
な
面
も
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
積
極
的
な
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
急
遽
開
催

が
決
定
さ
れ
た
各
種
事
業
に
も
速
や
か

に
対
応
で
き
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
ご

相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
一
次
申
請
期
間
は
終
了
し
ま
し
た

が
、
第
二
次
申
請
書
提
出
期
間
が
８
月

１
日
か
ら
　
月
　
日
と
な
っ
て
い
ま
す

１０

３１

の
で
、
全
て
の
支
部
が
こ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
提
案
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
会
員

向
け
講
習
会
の
開
催
、
市
町
村
広
報
誌

を
活
用
し
た
広
報
活
動
、
産
業
祭
な
ど

で
配
る
保
安
・
需
要
拡
大
を
目
的
と
し

た
グ
ッ
ズ
の
作
成
な
ど
、
会
員
相
互
の

研
鑽
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
Ｐ
Ｒ
事
業
な
ど
へ

の
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
元
年
度
は
、
　
支
部
中

１５

　
支
部
で
こ
の
補
助
金
を
活
用
し
た
事

１０業
を
実
施
し
ま
し
た
。

昨年11月、土浦支部は石岡市総合防災訓練に参加

昨年９月、猿島支部は坂東市生き生き生活フェアに出展

　
平
成
　
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
安

２３

全
・
安
心
届
け
隊
事
業
は
、
今
年
で
　１０

年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
①
高
齢
者
見
守
り
活

動
②
か
け
込
み
１
１
０
番
と
し
て
の
事

業
所
の
提
供
③
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施
④
高
齢
者
や
子
供
に
対
す
る
思
い
や

り
運
転
の
実
施
を
主
な
活
動
内
容
と
し
、

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と

も
に
、
併
せ
て
高
圧
ガ
ス
の
保
安
確
保

に
も
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

　
昨
年
度
の
活
動
で
は
、
会
員
　
事
業

５２

所
か
ら
大
変
す
ば
ら
し
い
事
例
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
事
例
に
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
高
齢

者
へ
の
見
守
り
活
動
に
関
す
る
も
の
が

多
く
、
コ
ン
ロ
や
リ
モ
コ
ン
の
電
池
交

換
、
電
球
の
交
換
、
コ
ン
ロ
周
り
の
清

掃
、
物
の
移
動
、
悪
質
な
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
勧
誘
に
関
す
る
質
問
、
浴
槽
で
立
て

な
く
な
っ
た
、
な
ど
様
々
な
相
談
に
多

く
の
販
売
店
が
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
で
、
近
所
に
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
お
り
心
配
の
た
め
時
々
見
に

行
っ
て
い
た
が
、
そ
の
日
は
様
子
が
お

か
し
い
の
で
家
に
入
っ
て
み
る
と
、
風

呂
場
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
消
防
と
家

族
の
方
へ
連
絡
し
た
と
い
う
事
例
も
あ
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り
ま
し
た
。

　
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
お
い
て
は
、

道
路
に
倒
れ
て
い
る
高
齢
者
を
発
見
し

た
の
で
１
１
９
番
通
報
を
行
い
、
救
急

車
に
乗
る
ま
で
付
き
添
っ
た
と
い
う
人

命
に
関
わ
る
よ
う
な
内
容
も
あ
り
ま
し

た
。
　
ま
た
、
一
般
高
圧
ガ
ス
関
係
の
事
業

所
か
ら
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
警
察

署
や
市
役
所
と
共
同
で
、
春
秋
の
交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
た
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
点
検
や
検
針
、

配
送
等
の
業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
や
子

供
た
ち
に
対
し
て
思
い
や
り
の
心
で
接

す
る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
お
客
様
や
地

域
か
ら
の
信
頼
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
　
各
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本

年
度
も
積
極
的
に
本
事
業
に
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
本

年
度
も
高
齢
者
用
チ
ラ
シ
を
作
成
す
る

予
定
で
す
の
で
、
是
非
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
（
一
社
）
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
で
は
、

本
年
度
も
「
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ワ
ン
ラ
ン

ク
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

ま
す
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
全
国
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
需
要
開
発
推
進
運
動

の
一
環
と
し
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
ご
利
用

に
な
っ
て
い
る
お
客
様
を
対
象
に
、
機

器
の
取
替
え

や
新
規
購
入

を
促
進
し
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

需
要
拡
大
を

図
る
も
の
で

す
。
　
応
募
期
間

は
令
和
２
年

９
月
１
日
か

ら
　
月
　
日

１２

３１

ま
で
で
、
対

象
商
品
を
購

入
し
た
お
客

様
を
対
象
に
、

抽
選
で
Ａ
ｍ

ａ
ｚ
ｏ
ｎ
ギ

フ
ト
券
１
万

円
分
が
２
０

～
 応
募
は
９
月
か
ら
　
月
末
 ～

１２

全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ワ
ン
ラ
ン
ク

ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

０
名
様
に
、
ま
た
、
高
級
食
材
等
ギ
フ

ト
券
１
万
円
分
が
３
０
０
名
様
に
贈
ら

れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
機
器
は
、
Ｓ
ｉ
セ
ン

サ
ー
コ
ン
ロ
、
ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、

エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
給
湯

器
、
温
水
暖
房
、
ガ
ス
衣
類
乾
燥
機
、

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
、
ガ
ス
炊
飯
器
で
、
パ

ロ
マ
、
パ
ー
パ
ス
、
ノ
ー
リ
ツ
、
リ
ン

ナ
イ
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
製
に
限
り
ま
す
。

　
応
募
方
法
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
応
募
又
は
応

募
用
紙
と
な
り
ま
す
が
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
応
募

の
場
合
は
当
選
確
率
が
２
倍
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
は
５
倍
に

な
る
な
ど
、
対
象
商
品
に
よ
っ
て
当
選

確
率
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
度
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
本

県
の
お
客
様
　
名
が
当
選
さ
れ
て
い
ま

１４

す
。
是
非
、
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
利
用

さ
れ
販
売
促
進
の
一
助
と
し
て
く
だ
さ

い
。
　
な
お
、
詳
細
は
各
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事

業
所
へ
お
送
り
す
る
チ
ラ
シ
や
全
国
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp

s:/
/
w
w
w
.ja
p
a
n
lp
g
.o
r.jp
/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
快
適
生
活
向
上
運
動
 

偐
も
っ
と
安
全
さ
ら
に
安
心
做」
で
は
、

３
ヶ
年
計
画
の
最
終
年
度
と
な
る
本
年

度
も
、
①
重
大
事
故
ゼ
ロ
（
Ｂ
級
以
上

事
故
）、
②
Ｃ
Ｏ
中
毒
事
故
ゼ
ロ
を
全

国
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
を
推
進
す
る
た
め
、
本
県

で
は
各
販
売
事
業
者
が
取
り
組
む
べ
き

事
項
と
し
て
９
つ
の
重
点
項
目
を
定
め

て
お
り
、
そ
の
一
つ
に
「
自
主
保
安
活

動
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
た
自
己

診
断
の
推
進
」
が
あ
り
ま
す
。

　
本
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
、
経
済
産
業

省
の
保
安
対
策
指
針
に
お
い
て
、
各
販

売
事
業
者
が
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う

毎
年
明
記
さ
れ
て
お
り
、
自
己
診
断
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
安
の
一
層
の
向

上
と
改
善
等
を
図
り
、
今
後
の
事
故
防

止
に
繋
げ
て
い
く
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　
各
販
売
事
業
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

自
主
保
安
活
動
の
更
な
る
高
度
化
を
図

る
た
め
、
是
非
と
も
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

に
よ
る
自
己
診
断
の
実
施
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
本
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
、
７

月
　
日
ま
で
に
協
会
事
務
局
へ
提
出
し

２２
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

　
オ
ー
ト
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
事
業
所
に
お

き
ま
し
て
は
、
保
安
確
保
の
更
な
る
徹

底
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〇
期
間

　
令
和
２
年
７
月
　
日
～
９
月
　
日

１６

１５

　
（
２
カ
月
間
）

〇
目
的

　
高
圧
ガ
ス
保
安
法
や
政
省
令
を
遵
守

し
、
計
量
器
ホ
ー
ス
の
引
張
り
事
故
の

防
止
や
過
充
填
防
止
の
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
、
地
震
、
雷
な
ど
の
自
然
災
害

に
対
し
て
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
、
防
災
計
画
の
策
定
や
保
安

管
理
体
制
の
問
題
点
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
事
業
者
の
自
己
責
任
に

よ
る
保
安
活
動
を
促
進
し
、
公
共
の
安

全
を
確
保
す
る
。

自
主
保
安
活
動

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

活
用
と
提
出
に
つ
い
て

未
提
出
の
場
合
は
早
急
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

　
一
般
ガ
ス
部
会
（
柳
川
隆
則
部
会

長
）
で
は
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
高

圧
ガ
ス
容
器
全
国
一
斉
特
別
回
収
運

動
」
に
お
い
て
、
長
期
停
滞
容
器
や
所

有
者
不
明
容
器
の
一
掃
に
努
め
て
お
り

ま
す
。
令
和
元
年
度
は
長
期
停
滞
容
器

　
本
、
放
置
容
器
及
び
所
有
者
不
明
容

２５器
　
本
を
回
収
し
ま
し
た
。
回
収
し
た

３９
容
器
は
、
刻
印
さ
れ
た
容
器
所
有
者
番

号
な
ど
か
ら
、
容
器
所
有
者
が
判
明
し

た
場
合
は
所
有
者
に
返
還
し
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
容
器

　
本
と
酸
素
ガ
ス
容
器
８
本
、
Ｌ
Ｐ
ガ

３３ス
容
器
２
本
が
所
有
者
不
明
容
器
と
し

て
残
り
ま
し
た
。

　
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
容
器
は
、
関
東
高

圧
ガ
ス
容
器
管
理
委
員
会
の
容
器
処
理

特
別
枠
補
助
金
を
活
用
し
、
関
東
ア
セ

チ
レ
ン
工
業
㈱
に
お
い
て
、
処
理
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、
酸
素
ガ
ス
容
器
８
本
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
容
器
２
本
は
容
器
処
理
特
別
枠
補

助
金
の
対
象
に
な
ら
な
い
た
め
、
協
会

～
 ア
セ
チ
レ
ン
容
器
等
処
理
 ～

（
一
般
ガ
ス
部
会
）

所
有
者
不
明
容
器
　
本
回
収

４３

に
お
い
て
処
理
を
行
う
予
定
で
す
。

　
毎
年
、
山
林
や
河
川
敷
な
ど
で
容
器

が
発
見
さ
れ
ま
す
が
、
一
般
ガ
ス
部
会

で
は
、
一
般
ガ
ス
販
売
事
業
者
保
安
講

習
会
や
消
費
事
業
者
保
安
講
習
会
を
通

じ
て
容
器
管
理
の
徹
底
に
努
め
て
お
り
、

使
用
後
の
容
器
は
販
売
事
業
者
へ
早
期

に
返
却
す
る
こ
と
や
、
消
費
事
業
者
に

お
い
て
も
容
器
管
理
者
な
ど
を
選
任
し
、

容
器
の
受
払
な
ど
の
管
理
を
行
う
こ
と

を
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
（
一
社
）
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
で
は
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
オ
ー

ト
ガ
ス
ス
タ
ン

ド
事
業
所
を
対

象

に
、
毎

年

「
夏
期
保
安
強

化
特
別
運
動
」

を
実
施
し
て
お

り
、
当
協
会
の

オ
ー
ト
ガ
ス
ス

タ
ン
ド
部
会
に

お
い
て
も
今
年

度
の
事
業
計
画

に
位
置
付
け
て

お
り
ま
す
。
　

「
夏
期
保
安
強
化
特
別
運
動
」実
施

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
オ
ー
ト
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
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処　理　内　容分類相　　談　　内　　容　年月日

　販売店を切り替える際に、以前の業者はボ

ンベやメーターなどの撤去をしなければなり

ません。そのため、契約書に基づいて閉栓(撤

去)費用を消費者に請求することとなります。

消費者には契約書に基づいて支払う義務が生

じます。

　なお、契約書等がない場合には、契約書又は

撤去費用の根拠の提出を求め、納得したうえ

でお支払いをするようお願いいたします。

③　最近、ガス販売店（30年位継続）を替える

際に、継続してほしいと何度も訪問されたが、

無視して別の業者に切り替えました。以前か

ら、その業者の態度が良くなかったので、直

してほしいと伝えたが変わらなかったのが主

な理由です。

　今回、ガス料金と閉栓費用の請求が送られ

てきたが、このような請求はあるのですか。

（神栖市・女性）

1342

　ＬＰガスの販売店にすぐに連絡して下さい。

　点検したばかりとのことですが、ガス臭い

とのことなので速やかに連絡して、ガスコン

ロの状況を説明して対応してもらうようにし

て下さい。

④　本日、ガスコンロなどの点検を行っても

らったのですが、コンロの３口の一つが点火

してもすぐに消えてしまいます。長く点火ス

イッチを押しているとガス臭くなります。ど

うしたら良いですか。

　点検票に相談所の電話番号が記載されてい

たので連絡しました。

（不明･女性）

152

　ＬＰガスの価格は、ガソリンや灯油などと

同様に自由であり、業者によって違いがあり

ます。

　販売店が料金の相談に乗るとのことであれ

ば、販売店に相談してみて下さい。また、ア

パートの大家さんや管理会社がＬＰガス販売

店と契約していますので、そちらにも相談し

てみて下さい。

　なお、アパートの場合、1室だけ販売店を替

えることは出来ません。

①　先月、現在のアパートに引っ越ししてきて、

初めてガス代の請求が17,000円程度で、ガス料

金の高さに驚いてしまった。

　ただ、販売店と契約の際に料金が高ければ

相談して下さいと言われました。

　以前のアパートでは、どんなに使用しても

9,000円程度だったので驚いてしまった。

（つくばみらい市･男性）

1152

　消費設備は、４年に１回の点検調査が義務

付けられています。

　しかし、経産省は、今回のコロナウイルスの

影響を踏まえた措置として、期限を4ヶ月延長

することを可能としています。

　通知に記載してある取引の販売店又は認定

保安機関に連絡して、点検の延長について問

合わせして下さい。

④　２日前に液石法に基づく保安点検という通

知がきて、６/３までに連絡するようになって

います。

　現在の新型コロナウイルスの関係で、外部

の人と接触したくない。

　娘は医療従事者で、勤務先から外部の人と

接触した場合には、しばらく仕事を休むよう

に言われています。

　点検は受けなければならないでしょうか。

また、この状況が長く続く場合には、いつ点検

を受ければよいのでしょうか。

（不明・女性）

2952

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

　
お
客
様
相
談
所

　
今
回
掲
載
す
る
個
別
相

談
記
録
は
、
令
和
２
年
４

月
か
ら
６
月
ま
で
の
間
に

消
費
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

　
件
の
相
談
の
う
ち
、
４

３５件
の
概
要
で
す
。

　
各
会
員
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
こ
の
よ
う
な
相
談
事

例
を
今
後
の
保
安
や
販
売

業
務
等
に
活
か
し
て
い
た

だ
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
相
談
内
容
の
分
類
及
び

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
相
談
内
容
の
分
類
と
件
数
）

①
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
価
格
に

つ
い
て
　
　
　（
　
件
）

１３

②
販
売
店
の
移
動
に
つ

い
て
　
　
　
　（
９
件
）

③
設
備
関
係
に
つ
い
て

（
２
件
）

④
保
安
に
つ
い
て
　
　

（
　
件
）

１０

⑤
そ
の
他
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
全

般
に
つ
い
て

（
１
件
）

～
相
談
記
録
の
概
要
～
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令
和
２
年
度
の
第
１
回
、
第
２
回
の

理
事
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
防
止
の
た
め
、
書
面
に
よ
る
決

議
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
１
回
、
第
２
回
と
も
全
議
案
に
つ

い
て
理
事
全
員
の
承
認
が
得
ら
れ
、
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
議

案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 第
１
回
理
事
会
  （
５
月
　
日
決
議
）

１４

第
１
号
議
案
　
令
和
元
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
会
員
加
入
の
承
認
に
つ

い
て

第
３
号
議
案
　
役
員
改
選
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　
協
会
職
員
の
在
宅
勤
務

の
実
施
に
つ
い
て

 第
２
回
理
事
会
  （
６
月
４
日
決
議
）

第
１
号
議
案
　
会
長
、
副
会
長
、
専
務

理
事
の
選
定
に
つ
い
て

第
１
回
、
第
２
回
理
事
会
を

書
面
決
議
に
よ
り
実
施

　
当
協
会
で
は
、
高
圧
ガ
ス
を
利
用
さ

れ
て
い
る
一
般
の
方
向
け
の
内
容
の
ほ

か
、
国
家
試
験
及
び
講
習
・
検
定
の
案

内
、
出
版
物
、
貸
し
出
し
用
教
材
、
各

種
申
請
書
類
、
今
後
の
行
事
予
定
な
ど

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い

る
お
客
様
か
ら
の
要
望
に
応
え
、
協
会

に
加
入
し
て
い
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業

所
を
市
町
村
別
に
掲
載
し
て
お
り
、
自

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
る
事

業
所
へ
も
繋
が
る
よ
う
リ
ン
ク
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
て
い
る
場
合
は
、
是
非
と

も
リ
ン
ク
希
望
の
連
絡
を
い
た
だ
き
、

自
社
の
広
報
・
Ｐ
Ｒ
の
一
助
と
し
て
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
協
会
で
は
通
信
運
搬
費
の
削

減
を
目
的
に
、
電
子
メ
ー
ル
の
活
用
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
更
に
電

子
メ
ー
ル
を
活
用
し
て
い
く
た
め
、
ア

ド
レ
ス
の
登
録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
茨
城
県
液
化
石
油
ガ
ス
教
育
事
務
所

が
開
催
す
る
法
定
講
習
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に

よ
り
６
月
ま
で
の
講
習
会
は
中
止
又
は

延
期
と
い
た
し
ま
し
た
が
、
７
月
以
降

は
予
定
通
り
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
　
な
お
、
講
習
会
に
お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
受
講
者

間
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
す

る
た
め
に
、
定
員
を
半
数
に
す
る
な

ど
の
対
応
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
　
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
に
よ
っ
て
は
、
講
習
が
延
期
・

中
止
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
講
習
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
（
一
社
）

茨
城
県
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、
当
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
９
―

２
２
５
―

３
２
６
１

　
延
期
又
は
中
止
と
な
っ
た
講
習
会

の
日
程
に
つ
て
は
表
の
通
り
で
す
。

令和２年度上期（5月～6月）講習会の延期・中止状況

会　　場申込受付期間検定日講習期間講習の種類実施月

水戸市
（産業会館）

4月13日～17日
5月15日
延期
8月7日

5月15日
延期
8月7日

調査員講習5月

水戸市
（産業会館）

4月20日～24日6月5日
6月4～5日
中止

保安業務員講習

6月

茨城町
（JA茨城エ
ネルギー）

5月11日～15日
延期
8月17日～21日

6月12日
延期
10月2日

配管用フレキ管講習

水戸市
（産業会館）

ＫＨＫ本部受付
ネット
5月7日～17日
書面
5月7日～15日
延期
ネット
7月6日～14日
書面
7月6日～13日

7月3日
延期
10月1日

6月9日～11日
延期
9月9日～11日

丙種化学液石講習※

水戸市
（産業会館）

7月5日
延期
10月25日

6月16日～18日
延期
10月6日～8日

丙種化学特別講習※

水戸市
（産業会館）

7月10日　
延期
10月15日

6月23日～25日
延期
9月2日～4日

第二種販売講習※

5月25日～
※開催する場合は
8月3日から受付開始

※二種販売の受付状況に
より開催                   

業務主任者の代理者
講習

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

活
用
に
つ
い
て

～
 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
感
染
症

に
よ
り
日
程
等
を
変
更
 ～

令
和
２
年
度
上
期
法
定
講
習
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「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
賠
償
責
任
保
険

制
度
」（
会
員
の
た
め
の
団
体
保
険
）
等

の
更
新
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の

皆
に
は
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
お
手

続
き
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
年
　
月
か
ら
、
自
然
災
害

１０

や
盗
難
か
ら
事
業
所
様
を
守
る
「
Ｌ
Ｐ

ラ
イ
フ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
設
備

機
器
総
合
保
険
【
動
産
保
険
】）
が
新
設

さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご
加
入
の
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。
「
Ｌ
Ｐ
ラ
イ
フ

Ｎ
Ｅ
Ｏ
」
に
つ
い
て
は
、
途
中
加
入
は

で
き
な
い
た
め
、
申
込
み
は
、
年
１
回

の
保
険
更
改
時
の
み
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。

�
保
険
手
続
き
期
間

　
①
期
　
間

　
　
各
支
部
・
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

　
　
の
定
め
る
受
付
期
間
中

　
②
協
会
窓
口
　
８
月
７
日
（
金
）ま
で

�
保
険
手
続
き
場
所
等

①
各
支
部
の
定
め
る
受
付
場
所

　
（
指
定
の
時
間
内
）

②
全
農
連
加
入
の
農
協
は
、
Ｊ
Ａ
茨

城
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
ガ
ス
事
業
部

　
　
（
指
定
の
時
間
内
） 

　
（
℡
０
２
９
倆
２
９
２
倆
６
４
６
１
）

　
③
協
会
窓
口
（
８
時
　
分
～
　
時
　

３０

１６

３０

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
賠
償
責
任
保
険

制
度
等
の
更
改
手
続
き
に
つ
い
て

分
）

※
各
支
部
の
受
付
期
間
・
場
所
等
は
、

ご
案
内
文
書
の
と
お
り
で
す
の
で
、

指
定
期
間
及
び
会
場
に
お
い
て
お

手
続
き
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

※
Ｌ
Ｐ
ラ
イ
フ
の
更
改
に
関
し
ま
し

て
も
、
同
時
期
に
行
い
ま
す
。

既存制度とＬＰライフＮＥＯ（ＬＰガス供給設備機器総合保険）の比較

ＬＰライフＮＥＯ

（LPガス供給設備

機器総合保険）

ＬＰライフ

（加入者支援金・供給機器）

ＬＰガス事業者

賠償責任保険制度

動産総合保険互助的制度賠償責任保険商品種類

保険の対象となるＬＰガ

ス供給設備機器の火災・

爆発、自然災害、盗難、

その他偶然な損害による

物損事故

ＬＰガス容器、メーター、

調整器に係るＬＰガス事

故・単純火災・一般火災

による焼破損事故（消費

者先設置のものに限る）

ＬＰガス業務に係り、発

生した対人・対物事故に

伴う賠償責任

保険の目的

・補償事故

上記の補償で保険金を支

払う事故に係る回収費

用・検査費用・廃棄費用

を補償

〔地震・噴火・津波（それら

に伴う火災・爆発事故も

含む）については特約と

してご準備。〕

・加入者支援金・人的、

　物的補償

・死亡弔慰金

・天災地変特認支援金

・個人情報漏えい事故

・ＬＰガス業務以外の賠

　償事故

・政府労災の上乗せ事故

オプション補償

・特約補償

既存 既存 新規
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バ
ル
ク
貯
槽
本
体
と
そ
の
付
属
機
器

（
安
全
弁
を
除
く
）
は
、
製
造
日
か
ら

　
年
以
内
に
告
示
検
査
を
受
検
す
る
必

２０要
が
あ
り
ま
す
。

　
検
査
期
限
を
超
過
し
た
場
合
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
を
供
給
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
告
示
検
査
を

受
検
す
る
か
、
新
し
い
バ
ル
ク
貯
槽
に

交
換
す
る
な
ど
、
対
応
の
徹
底
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
告
示
検
査
の
受
検
や
バ
ル
ク
貯
槽
の

交
換
に
際
し
て
は
、
相
当
の
期
間
を
要

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
に

余
裕
を
も
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
期
限

管
理
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
検
索
サ
イ
ト
で
以
下
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
検
索
す
る
と
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
消
防
安
全
課
産
業
保
安
室
）

で
詳
細
を
確
認
で
き
ま
す
。

「
茨
城
県
　
液
化
石
油
ガ
ス
　
バ
ル
ク

貯
槽
の
告
示
検
査
」

　
第
一
種
製
造
者
は
、
省
令
改
正
（
令

和
元
年
９
月
１
日
施
行
）
に
よ
り
、
大

規
模
な
地
震
に
係
る
防
災
及
び
減
災
対

策
に
つ
い
て
危
害
予
防
規
程
に
追
記
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関

す
る
法
律
（
平
成
　
年
法
律
第
１
２
３

２３

号
）
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
津

波
浸
水
想
定
が
設
定
さ
れ
た
区
域
内
に

あ
る
事
業
所
に
お
い
て
は
、
当
該
津
波

浸
水
想
定
に
応
じ
て
、
津
波
に
関
す
る

対
策
等
に
つ
い
て
危
害
予
防
規
程
に
追

加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当
県
の

津
波
浸
水
区
域
に
つ
い
て
は
当
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
土
木
部
河
川
課
）
に
て
公

開
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
２
年
８
月
　
日
ま
で
に
、

３１

こ
れ
ら
の
事
項
を
危
害
予
防
規
程
に
追

記
し
、
危
害
予
防
規
程
の
変
更
届
を
県

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
Ｌ
Ｐ
事
故
情
報
（
２
０
２
０－

①
）

発
生
月：

２
０
２
０
年
６
月

場
　
所：

ア
パ
ー
ト
敷
地
内

種
　
別：

漏
え
い

原
　
因：

測
量
会
社
が
、
ア
パ
ー
ト
敷

地
内
で
目
印
杭
を
打
っ
た
と

こ
ろ
、
埋
設
配
管
を
損
傷
さ

せ
ガ
ス
を
漏
え
い
さ
せ
た
。

被
　
害：

人
的
被
害
な
し

（
事
故
防
止
に
つ
い
て
）

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
再
発
防
止
の
た
め
、
ガ
ス
の

利
用
者
に
対
し
、
建
設
工
事
等
の
予
定

が
あ
る
場
合
は
、
施
工
前
に
工
事
等
業

者
か
ら
ガ
ス
の
販
売
事
業
者
へ
連
絡
さ

せ
、
配
管
の
位
置
、
状
況
等
を
確
認
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
度
の
立
入
検
査
に
お
い
て
、
一

般
消
費
者
に
対
す
る
保
安
業
務
を
実
施

し
て
い
な
い
又
は
実
施
し
て
も
結
果
を

保
存
し
て
い
な
い
等
の
法
令
違
反
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
に
は
、
自
ら

が
保
安
業
務
を
実
施
し
た
場
合
は
も
ち

ろ
ん
、
保
安
業
務
を
他
者
に
委
託
し
て

い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
結
果
の

確
認
や
必
要
に
応
じ
改
善
を
講
じ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
法
律
で
定
め
る
期
間
内
に
保
安
業
務

が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
そ
の
結
果

を
確
認
し
、
点
検
表
を
必
ず
保
存
し
て

く
だ
さ
い
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
事
業
者
等
を
対
象
に
、

自
主
保
安
意
識
の
向
上
と
一
般
消
費
者

等
へ
の
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
茨
城
県
と
（
一
社
）
茨
城
県

高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
各
支
部
の
共
催
に

よ
り
、
県
内
５
箇
所
に
お
い
て
保
安
講

習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

〈
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状

況
に
応
じ
て
中
止
等
も
あ
り
得
ま

す
。〉

○
開
催
日
・
開
催
場
所
（
予
定
）

①
県
南
地
区

・
　
月
９
日
（
金
）

１０
・
ク
ラ
フ
ト
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
土
浦

　
（
土
浦
市
民
会
館
）

②
県
央
地
区

・
　
月
　
日
（
火
）

１０

１３

・
ひ
た
ち
な
か
市
文
化
会
館

③
県
西
地
区

・
　
月
　
日
（
水
）

１０

１４

・
茨
城
県
県
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

④
県
北
地
区

・
　
月
５
日
（
木
）

１１
・
常
陸
太
田
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
）

⑤
鹿
行
地
区

・
　
月
　
日
（
木
）

１１

１２

・
茨
城
県
鹿
行
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
レ
イ
ク
エ
コ
ー
）

バ
ル
ク
貯
槽
の
告
示
検
査
に

つ
い
て

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
一
般
消
費
者
に
係
る
保

安
業
務
実
施
状
況
の
管
理
に
つ
い
て

高
圧
ガ
ス
保
安
講
習
会
の

お
知
ら
せ

高
圧
ガ
ス
保
安
法
に
お
け
る
危

害
予
防
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

県
内
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事

故
の
発
生
状
況
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問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
　
　
　
　
　

県
北
県
民
セ
ン
タ
ー
 環
境
・
保
安
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　０
２
９
４
（
８
０
）
３
３
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
４
（
８
０
）
３
３
５
７

日
立
商
工
労
働
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　０
２
９
４
（
２
１
）
６
７
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
４
（
２
１
）
６
７
１
２

鹿
行
県
民
セ
ン
タ
ー
 環
境
・
保
安
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　０
２
９
１
（
３
３
）
６
０
５
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
１
（
３
３
）
５
６
３
８

県
南
県
民
セ
ン
タ
ー
 環
境
・
保
安
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　０
２
９
（
８
２
２
）
７
０
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
（
８
２
２
）
９
０
４
０

県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
 環
境
・
保
安
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　０
２
９
６
（
２
４
）
９
１
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
６
（
２
４
）
７
８
１
３

消
防
安
全
課
 産
業
保
安
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
Ｌ
Ｐ
）
０
２
９
（
３
０
１
）
３
５
９
４

（
高
圧
）
０
２
９
（
３
０
１
）
２
８
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
２
９
（
３
０
１
）
２
８
８
７

　

会
　
員
　
の
　
消
　
息
 

～
４
月
１
日
か
ら
６
月
　
日
～

３０

【
入
会
】

○
塚
本
産
業
㈱
つ
く
ば
営
業
所

　
つ
く
ば
市
上
横
場
１
８
９
１
―
２

　
塚
本
裕
己

○
㈱
エ
イ
・
イ
ー
・
エ
ス
筑
波
事
業
所

　
つ
く
ば
市
千
現
２
―
１
―
１
筑
波
宇

　
宙
セ
ン
タ
ー
内

　
富
田
一
正

○
㈲
旭
運
輸

　
鉾
田
市
鹿
田
８
８
７
―
１
２
７

　
土
子
仁
志

【
名
称
の
変
更
】

○
麻
生
ガ
ス
設
備
セ
ン
タ
ー
→
㈱
麻
生

ガ
ス
設
備
　
　
　
　
　
　
（
行
方
市
）

○
ミ
ラ
イ
フ
㈱
茨
城
支
店
→
ミ
ラ
イ
フ

㈱
卸
売
東
関
東
営
業
部
水
戸
オ
フ
ィ

ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
戸
市
）

○
ミ
ラ
イ
フ
㈱
茨
城
支
店
常
陸
基
地
→

ミ
ラ
イ
フ
㈱
卸
売
東
関
東
営
業
部
常

陸
基
地
　
　
　
　
　
（
常
陸
大
宮
市
）

○
ミ
ラ
イ
フ
㈱
茨
城
支
店
土
浦
オ
フ
ィ

ス
→
ミ
ラ
イ
フ
㈱
卸
売
東
関
東
営
業

部
土
浦
オ
フ
ィ
ス
　
　
　
（
土
浦
市
）

○
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
大
子
ガ
ス

セ
ン
タ
ー
→
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル
ギ
ー

㈱
大
子
保
安
セ
ン
タ
ー
　
（
大
子
町
）

○
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
太
田
ガ
ス

セ
ン
タ
ー
→
Ｊ
Ａ
茨
城
エ
ネ
ル
ギ
ー

㈱
太
田
保
安
セ
ン
タ
ー（

常
陸
太
田
市
）

【
名
称
・
代
表
者
の
変
更
】

○
新
日
鐵
住
金
㈱
鹿
島
製
鐵
所
→
日
本

製
鉄
㈱
東
日
本
製
鉄
所
鹿
島
地
区

　
佐
藤
直
樹
→
岸
本
将
　
　
（
鹿
嶋
市
）

○
岩
谷
産
業
㈱
関
東
支
社
つ
く
ば
支
店

→
岩
谷
産
業
㈱
茨
城
支
店
（
土
浦
市
）

　
森
田
毅
→
石
田
達
哉
　
　

○
日
本
エ
ア
・
リ
キ
ー
ド
㈱
筑
波
営
業

所
→
日
本
エ
ア
・
リ
キ
ー
ド
（
同
） 

東
関
東
支
店
     　
　
 （
つ
く
ば
市
）

　
松
岡
敏
之
→
ヴ
ィ
ル
ジ
ニ
ー
・
キ
ャ

ヴ
ァ
リ

○
㈱
つ
く
ば
イ
ワ
サ
キ
→
㈱
ア
イ
・
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
本
社
・
桜

川
工
場
　
　
　
　
　
　
　
（
桜
川
市
）

　
井
上
博
文
→
木
田
喜
正

○
小
野
里
酸
素
㈱
→
Ｋ
Ｇ
Ｋ
サ
ー
ビ
ス

㈱
古
河
工
場
　
　
　
　
　
（
古
河
市
）

　
田
谷
豊
生
→
奥
村
眞
治

【
住
所
の
変
更
】

○
山
城
屋
川
井
清
商
店

　
石
岡
市
柿
岡
１
８
９
７
→
石
岡
市
柿

岡
１
８
９
６
―
１

【
代
表
者
の
変
更
】

○
㈱
日
立
パ
ワ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

　
石
井
義
人
→
安
藤
次
男
　
（
日
立
市
）
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○
㈱
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
鹿
島
火
力
発
電
所

　
酒
寄
謙
一
→
三
野
真
司
　
（
神
栖
市
）

○
筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防

本
部
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筑
西
市
）

　
柴
勝
昭
→
内
田
昭
彦

○
㈱
カ
ワ
ム
ラ
　
　
　
　
　
　
（
境
町
）

　
川
村
一
三
→
川
村
浩

○
茨
城
む
つ
み
農
業
協
同
組
合
ガ
ス
事

業
所
              　
　
　
　
（
古
河
市
）

　
岩
瀬
治
三
郎
→
関
根
芳
朗

○
㈱
エ
ネ
サ
ン
ス
関
東
茨
城
営
業
所

　
堀
江
晋
→
児
玉
聡
　
　
（
つ
く
ば
市
）

○
お
お
く
に
や
㈱
　
　
　
　
（
鉾
田
市
）

　
藤
枝
孝
之
→
藤
枝
優
介

○
㈲
清
水
石
油
　
　
　
　
（
小
美
玉
市
）

　
清
水
洋
治
→
清
水
亮
嘉

○
㈲
神
崎
屋
商
店
　
　
　
　
（
稲
敷
市
）

　
貝
塚
久
子
→
貝
塚
利
浩

○
㈱
松
葉
商
事
　
（
か
す
み
が
う
ら
市
）

　
生
方
茂
→
生
方
し
げ
乃

○
㈱
茨
城
ガ
ス
サ
ー
ビ
ス

　
菅
宮
孝
→
市
毛
馨
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

○
㈱
フ
カ
ヤ
　
　
　
　
　
　
（
水
戸
市
）

　
植
木
清
→
郡
司
宏

○
（
協
）龍
ヶ
崎
地
方
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
保

安
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
（
龍
ケ
崎
市
）

　
伊
藤
和
雄
→
菊
地
啓

【
脱
会
】

○
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
関
係
　
　
　
　
　
　
７
社

○
一
般
ガ
ス
関
係
　
　
　
　
　
　
２
社

○
自
家
消
費
製
造
部
会
　
　
　
　
３
社

編
　
集
　
後
　
記

ま
し
た
。

　
協
会
に
お
い
て
も
、
会
議
、
講
習
会

等
を
中
止
し
た
り
、
一
時
在
宅
勤
務
を

実
施
す
る
な
ど
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
験
は
初
め
て
で
あ
り
、

多
く
の
人
が
集
ま
る
よ
う
な
業
務
に
は

大
変
気
を
遣
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
に
お
い
て
も
外
出
自
粛
要

請
な
ど
に
よ
り
、
消
費
が
落
ち
込
む
な

ど
大
き
な
影
響
が
で
ま
し
た
。

　
一
方
、
家
の
中
で
楽
し
む
消
費
、
い

わ
ゆ
る
巣
籠
り
需
要
が
発
生
し
た
り
、

ネ
ッ
ト
通
販
や
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
、

カ
ー
ド
決
済
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
対
応
の

流
れ
が
加
速
し
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣

言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
は
依
然
と
し
て

続
い
て
お
り
、
今
後
は
新
し
い
生
活
様

式
へ
の
対
応
も
加
速
し
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

▼
会
費
納
入
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
の
会
費
納
入
期
限
は
左

記
の
と
お
り
で
す
の
で
、
ご
入
金
が
ま

だ
お
済
み
で
な
い
事
業
所
様
は
お
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
（
Ｉ
―
Ｎ
Ｅ
Ｔ
・

Ｗ
―
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
が
で
き
な
か
っ
た
事
業

所
様
に
つ
き
ま
し
て
も
左
記
の
期
限
迄

に
納
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
振
込
納
入
期
限

　
令
和
２
年
８
月
　
日
（
月
）迄

３１

　
会
費
の
引
落
口
座
の
変
更
や
次
年
度

か
ら
の
引
落
し
を
ご
希
望
の
事
業
所
様
、

そ
の
他
ご
不
明
な
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
協
会
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

▼
販
売
の
お
知
ら
せ

○
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
部
会
会
員
向
け

　
一
般
家
庭
用
の
周
知
文
書
（
　
年
度

２９

版
）
を
一
部
　
円
で
販
売
し
て
お
り
ま

１５

す
。
ご
希
望
の
場
合
は
、
協
会
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

○
一
般
ガ
ス
部
会
会
員
向
け

　
全
溶
連
発
行
の
帳
票
類
等
を
販
売
し

て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
場
合
は
、
協

会
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
オ
ー
ト
ガ
ス
部
会
会
員
向
け

 　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
向
け
用
品
を

販
売
し
て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
場
合

　
会
員
の
皆
様
へ

は
、
協
会
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.ib
a
k
h
k
.o
r.jp
/
su
b

8
.h
tm
l

）
で
も
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終

息
が
見
え
な
い
状
況
が
続
き
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
策
と
し
て
よ
く
耳
に
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
「
３
密
」
や

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
社
会

的
距
離
）」
と
い
う
言
葉
で
す
。
３
密

と
は
、
「
密
閉
」
「
密
集
」
「
密
接
」
か

ら
名
づ
け
ら
れ
た
言
葉
で
、
集
団
感
染

を
避
け
る
た
め
、
３
密
を
控
え
る
よ
う

な
対
策
が
求
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
飛
沫
感
染
防
止
す
る
た
め
、

一
定
の
距
離
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
保
つ
よ
う
な
対
策
が
求
め
ら
れ


